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（３）目的別決算額の推移 

 民生費は、社会福祉費、児童福祉費及び生活保護費が増加したことにより、全体で 351 億円増加

（＋3.9％）し、歳出総額に占める割合は 39.9%に上昇しました。 

 一方、土木費は 3 年連続で減少し、歳出に占める割合は 11.5％に低下しました。 
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目的別歳出決算額の推移 

総務費 民生費 衛生費 土木費 教育費 公債費 その他 

（億円） （億円） （億円） （億円） （億円） （億円） （億円） （億円） 

－用語解説－ 
総務費 
 庁舎管理、徴税事務、戸籍・住民基本台帳関係事務、選挙、統計調査などの経費です。 

民生費 
 年金、生活保護、各種福祉手当、各種福祉施設などの経費です。 
衛生費 

 健康診断、予防接種、公害対策、清掃施設などの経費です。 
土木費 
 道路、橋、河川、住宅、公園などの経費です。 

教育費 
 学校教育、社会教育などの経費です。 
公債費 

 借入金の元金・利子などの支払いに充てた経費です。 


